
「
介
護
度
改
善
」

「
自
立
」
を
強
制

今
年
五
月
、
介
護
保
険
法
な

ど
の
改
悪
案
が
国
会
を
通
過

し
ま
し
た
。
来
年
四
月
施
行

で
す
が
、
大
改
悪
点
の
ひ
と

つ
が
「
介
護
度
の
改
善
」

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
卒

業
」
を
自
治
体
に
競
わ
せ
、

「
改
善
」
し
た
と
こ
ろ
に
は

交
付
金
を
支
給
す
る
と
い
う

内
容
で
す
。
い
わ
ば
「
飴
と

鞭
」
で
介
護
切
り
捨
て
競
争

に
駆
り
立
て
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
れ
は
利
用
者
に
「
自
立
」

を
強
制
し
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
奪
い
、
怪
我
や
病
気

の
リ
ス
ク
を
高
め
、
生
き
る

希
望
と
意
欲
を
削
い
で
い
く
、

家
族
や
介
護
事
業
者
も
追
い

詰
め
、
虐
待
を
深
刻
化
さ
せ

て
い
く
、
最
悪
の
制
度
で
す
。

全
国
モ
デ
ル
に

大
東
市
が
デ
ビ
ュ
ー
?

こ
の
路
線
の
最
先
端
を
つ
っ

走
り
、
国
か
ら
も
高
い
注
目

と
評
価
を
受
け
て
い
る
の
が

大
東
市
で
す
。
い
ず
れ
こ
の

紙
面
で
も
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
究
極
の
「
自
己

責
任
」
論
の
満
展
開
。
担
当

者
は
得
意
満
面
で
こ
れ
を
説

く
の
で
す
。

黙
っ
て
い
た
ら
、
大
阪
府

は
こ
れ
を
全
市
町
村
に
、
国

は
全
国
に
こ
れ
を
拡
げ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
大
変
危
険
な

動
き
で
す
。
何
と
か
押
し
戻

し
て
い
く
為
に
「
介
護
・
福

祉
総
が
か
り
行
動
」
で
は
今

後
、
様
々
な
運
動
に
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
己
負
担
三
割
を
導
入

大
改
悪
点
の
も
う
一
つ
が

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
す
る
自

己
負
担
三
割
の
導
入
で
す
。

昨
年
八
月
に
二
割
負
担
を

導
入
し
た
ば
か
り
で
、
実
施

状
況
に
対
す
る
調
査
も
行
わ

な
い
ま
ま
、
は
や
三
割
導
入

と
き
た
わ
け
で
す
。
来
年
八

月
実
施
。

今
示
さ
れ
て
い
る
三
割
負

担
の
基
準
は
年
金
収
入
な
ど

三
四
〇
万
円
以
上
で
、
昨
年

二
割
負
担
と
な
っ
た
利
用
者

四
五
万
人
の
う
ち
の
十
二
万

人
、
全
体
の
三
％
で
す
。
ち

な
み
に
従
来
ど
お
り
の
一
割

負
担
は
年
金
収
入
な
ど
二
八

〇
万
円
未
満
で
す
。

三
割
は
金
持
ち
だ
け
か

正
直
に
言
っ
て
、
「
年
金
だ

け
で
三
四
〇
万
円
以
上
あ
っ

た
ら
え
え
や
ん
」
と
い
う
気

持
ち
を
持
つ
人
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
こ
が
落
と
し
穴
。
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( ７ )

改
定
介
護
保
険
法
を
斬
る



こ
の
基
準
は
政
令
事
項
な

の
で
今
後
、
政
府
が
自
由
に

引
下
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

将
来
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の

利
用
者
が
三
割
と
い
う
線
ま

で
年
収
基
準
が
引
下
げ
ら
れ

る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る

の
で
す
。
「
三
割
負
担
」
導

入
の
意
味
は
と
て
も
大
き
い
。

こ
の
ま
ま
黙
っ
て
い
た
ら
、

貧
し
い
高
齢
者
に
も
ボ
デ
ィ
ー

ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
く

る
の
で
す
。

三
四
〇
万
円
は
高
額
?

さ
ら
に
年
金
三
四
〇
万
円

以
上
の
人
も
決
し
て
楽
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
高
い
ラ
ン
ク

の
介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
八
月
か
ら
は
高
齢

者
医
療
・
介
護
の
負
担
増
が

一
挙
に
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。

七
〇
歳
以
上
の
医
療
費
の
自

己
負
担
月
額
上
限
が
上
が
り

ま
す
。
年
収
三
七
〇
万
円
以

上
の
場
合
、
上
限
額
が
四
万

四
四
〇
〇
円
か
ら
五
万
七
六

〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
介
護

も
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己

負
担
月
額
の
上
限
が
上
が
り

ま
す
。
市
町
村
民
税
を
払
っ

て
い
る
単
身
者
で
年
収
三
八

三
万
円
未
満
の
場
合
、
三
万

七
二
〇
〇
円
か
ら
四
万
四
四

〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
入
所

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用

し
た
場
合
、
居
住
費
・
食
費

の
負
担
も
高
く
、
入
院
時
の

食
費
負
担
、
医
療
費
の
自
己

負
担
も
増
や
す
方
向
で
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の

多
く
が
医
療
に
も
か
か
っ
て

お
り
、
年
金
の
み
で
暮
ら
し

て
い
る
人
は
、
収
入
は
減
る

一
方
で
増
え
る
見
込
み
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
へ
介
護
・

医
療
が
同
時
一
体
的
に
、
保

険
料
も
自
己
負
担
も
軒
並
み

ア
ッ
プ
と
襲
い
か
か
っ
て
く

る
の
で
す
か
ら
正
に
死
活
問

題
な
の
で
す
。

つ
づ
く
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( ８ )

～皆さんの智と力をお貸しください～

「介護問題電話よろず相談」開設します

主催 : 介護問題ホットライン実行委員会

(NPOみなと・安心できる介護を!懇談会 参加・賛同)

9月29日（金）～10月1日（日）(国際高齢者デイ)

11時～17時まで ／ ドーンセンター中会議室

☆賛同・相談員ボランティア・実行委員会への参加など求めています☆

年金収入など 介護サービス利用

の自己負担割合

340万円以上 ２割⇒３割(17万

人)

～来年8月から～

280万円以上 ２割 (45万人)


